
　1918（大正７）年に創業し105年目を迎える三原産業株式会社は、LPガス
事業や石油販売、車検・板金事業、コンビニエンスストアや肥料・飼料・水産
業と多岐にわたる事業を展開。約2,400件のお客さまにLPガスを供給してお
り、信頼と実績で地元では欠かせない存在となっている。

三原産業株式会社

　お客さまに対する更なる安心・安全の追
求や検針業務の効率化に加え、従業員の
夜間保安や、ガス使用量予測が困難な客
先に対する配送員の不安の払拭を導入の
目的に掲げる。670件の導入先に特に大き
な問題はなく、予定通り順調に設置するこ
とができた。従業員には高齢者が多く、今
後引退時のスムーズな業務引継ぎが喫緊
の課題と認識し、導入を3年前から検討し
てきたという。順調に進められたのは、

①メーカー選定の段階から当該機器メーカー担当者のわかりやすい説明と、
頻繁に来社しデジタルに比較的弱い高齢従業員への丁寧な指導や現場で随
時発生する疑問点、トラブルへの迅速な対応を積極的に行っていただけたこ
と。
②従前より従業員が検針、配送、営業、工事、修理といったあらゆる関連業務
をこなせるよう育成してきたことで、機器取付工事を社員全員の協力で行う
ことができたこと。
③導入によるメリット（さまざまな日々の不安払拭）を従業員がしっかり理解
したことで、自ら空いているスケジュールを申告、取付工事等に充てることが
できたこと。
と、ガス販売部の篠田政広次長は説明する。

導入の決め手はお客さまのため、従業員のため、そして会社のため
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　今回の設置先（670件）は比較的遠距離の営業地区約900件のうちの500
件と、保安エリアの遠い客先や鶏舎といった需要想定が難しい客先、難検針
箇所の170件とした。専従のベテラン検針員1名には3年前から3年以内に検
針業務がなくなることを通知。営業や関連業務への配置転換の道も用意して
いる旨を説明し、理解を得てきた。

　LPWA通信システムの導入を滞りなく進めるポイントとして、「社内だけで
はなく、機器メーカー担当者も含めたチームワーク」と「作業工程をしっかり立
てておくこと」だという。
　「導入することでの費用対効果は明白です。従業員への精神的ストレスの
払拭も含め会社にとって積極的な導入は必然であり、2025年には一気に
ゴールド認定を目指します」と力強く篠田次長は話している。

検針員さんへの配慮も欠かさない

申請予定者へのアドバイスと今後の展望

設置前周知チラシ 設置後請求書様式変更チラシ








